
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 奥州市水沢区神明町2-4-12 田中雄一建築研究所内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 9社（原木供給／2社、製材／3社、建材流通／1社、プレカッ
ト／1社、設計／1社、施工／1社） 価格帯 1,000～3,000万円 

代表者名 田中雄一 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 ・H17年(旧水沢市)都市景観賞 価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計・監理料、諸手続費 

連絡窓口 
田中雄一 
[メール] ytanakaaa@ybb.ne.jp 
[電話] 0197-23-8260 [ＦＡＸ] 0197-23-6581 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.ytanakaaa.net   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
地域の風景になじむ住宅 
●周囲の田園風景になじむ外観とサンルームのある住まい。 
●家の中から廻りの景色を楽しめる空間づくりを心がけました。 
事例:木造軸組構法 平屋 設計・監理 :田中雄一建築研究所 
 
吹抜けのある家族の気配が感じられる家 
●土間空間があり近所のひとが気軽に立ち寄れる空間を持った家。 
●暖房はパネルヒーティングで冬も快適な生活空間になっています。 
事例:木造軸組構法 2階建て 設計・監理 :田中雄一建築研究所 
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いわて環境住宅研究会 
岩手県南地方、県央、沿岸南部地域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●地域に根ざした住まい作りをしている設計事務所、工務店がひとつになっていわての環境、風土にあった家を提案します。 
●これからの住まいはまず、安全で安心な住まいでなければならないと思います。 
 そのためには建物の耐震性も大事です。耐震性は希望により耐震等級2～3を確保します。 
●さらに、これからは省エネ住宅でなくてはなりません。無駄なエネルギーの消費をできるだけ押さえる為にはまず、 
 建物の断熱をきちんとしなければなりません。省エネルギー性も希望により省エネ等級3～4を確保します。 
●その上で、それぞれの生活スタイルにあった住宅を提案致します。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


